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研究成果の概要： 
 本研究では，「オーセンティック・アセスメント」と呼ばれる評価理論を社会科に対応させ，
我が国の教育現場で利用可能な目標準拠評価の体系的理論と分析ツールを示すことが目的であ
った。本研究では，オーセンティック・アセスメントの代表的教材を取り上げ，社会科授業の
開発過程を確定し，教授案形式でモデル化することに成功した。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 １，３００，０００ ０ １，３００，０００ 

２００７年度 １，０００，０００ ０ １，０００，０００ 

２００８年度 ９００，０００ ２７０，０００ １，１７０，０００ 

年度  

  年度  

総 計 ３，２００，０００ ２７０，０００ ３，４７０，０００ 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：教育学・教科教育学 
キーワード：評価 
 
１．研究開始当初の背景 
 ２００１年４月，戦後直後から採用された
「相対評価」を否定して，「目標に準拠した
評価（いわゆる絶対評価）」を全面的に採用
するように，公的文書により評価に関する方
針転換が通知された。 

この公的文書による方針の転換は，教育現
場の評価の実践に甚大な影響を及ぼしてい
るが，現場教員から具体的授業に対応させた
評価の方法が確立できていないという実践
する上での根本的な課題が提出されていた。 

特に評価情報を分析する方法，また分析結
果を授業・生徒にフィードバックする方法が

理論的に提供されていないという意見が教
育関係諸学会で提出されていた。 

以上のような教育現場から寄せられた実
践上の問題を解決するためには，授業構成と
評価方法を一体化して考察し，授業における
生徒の認識結果を確定・査定する評価理論の
提供が必要となる。これまでわが国の社会科
教育関係諸学会においても，その必要性が強
く唱えられてはきたものの体系的かつ具体
的な提案を施した主張は皆無であった。 
研究代表者が行う研究の最終的な着地点

は，「オーセンティック・アセスメント」と
呼ばれる評価理論を社会科に対応させ，わが



国の教育現場で利用可能な目標準拠評価の
体系的理論と分析ツールを示すことにあっ
た。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，アメリカ社会科教育（初等・
中等）におけるオーセンティック・アセスメ
ントの授業について，「教科書及び関連教材
における記述内容」「授業実践内容」「生徒の
認識変容分析」の三つの観点から調査を行っ
た上で評価の体系的理論を明らかにするこ
とを目的とした。 
 
３．研究の方法 
以下の点を明確にすることで研究の目的

を達成しようとした。 
 
（１） オーセンティック・アセスメントに

おける授業の目標はどのように構
成されているのか【目標構造の抽
出】 
 

（２） その目標を達成するために，どのよ
うな授業が組まれているのか【授
業構成理論の抽出】 

 
（３） その授業では，生徒に対する学習評

価の仕組みがどのように組み込ま
れているのか【評価手法の分析】 
 

（４） 評価の結果得られた情報は具体的
にどのように分析されているのか
【情報の分析手法の検討】 

 
（５） 評価情報は授業や生徒の学習にど

のようにフィードバックされてい
るか【情報の利用方法の検討】 

 
 これらを明らかにするために，以下のよう
な研究の手順を採用した。 
 
 （１）文献による調査 
    日本・アメリカ合衆国の学会誌及び

教育実践情報雑誌（社会科教育学・
教育評価論，教育哲学）におけるオ
ーセンティック・アセスメントの理
論的・実践的研究に関する文献調査
を行った。 

    （国内渡航地：東京。名古屋，福岡，
国立国会図書館，東京大学，名古
屋大学，京都大学，広島大学，九
州大学を中心に，必要性は高いが
当地で入手困難な国内外文献資
料を調査した。 

     海外渡航地：アメリカ合衆国，ミ
シガン州，ミシガン州立大学，カ
リフォルニア大学ロサンゼル校） 

 
（２）教育現場での調査 
    アメリカ合衆国において，オーセン

ティック・アセスメントの社会科
授業を行っている現場を訪問し，
指導案，及び学習教材の収集・カ
リキュラムデザイナーにインタ
ビューを実施した。また生徒が実
際に書いたテストの答案用紙を
収集した。 

 
（３）収集した資料をファイリングし，教科 

教育学の手法で分析した。 
 
 
４．研究成果 
  
 本科研の経費を用いて，アメリカ合衆国を
訪問し，ミシガン州教育省カリキュラム・コ
ーディネーターの Karen R Todorov にイン
タビューすることができた。 

彼女は，ミシガン州の小・中・高等学校
教師にオーセンティック・アセスメントの
授業の在り方を説明するだけでなく，現場
教師の実践指導を仕事としている人物であ
る。 
彼女とはオーセンティック・アセスメント

に関する実践上の課題と授業の組織化につ
いて議論することができた。また，この訪問
によって，ミシガン州が全学年に行うテスト
（ Michigan Educational Assessment 
Program：ＭＥＡＰ）のテスト問題と実際に
子どもたちが記述した解答用紙のコピーを
入手することができた。 
日本に帰国後，彼女に対するインタビュー

と入手したテスト問題及び解答用紙の分析
から以下のことを明確にすることができた。 
 
（１） 学習成果を捉えるために，アメリカ

で実践された社会科授業とその開発
過程を確定し，教授案形式でモデル
化することに成功した。 
 

そのモデル化の過程を「オーセンティック
概念に基づく社会科授業開発モデル－知識
構築型授業への転換－」『教育実践総合セン
ター紀要』（長崎大学教育学部）第６号，２
００７年３月，７９頁～９１頁にまとめるこ
とができた。 
 

（２） オーセンティック・アセスメントの
代表的教材を取り上げ，社会構築主
義社会科教育の特質を考察し，学習
成果の側面から学力像をモデル化
した。結果，オーセンティック・ア
セスメント社会科は，自己の見解を
社会諸科学の分析方法と民主的価



値により正当化し，行動できるかど
うかを学力モデルとして設定して
いることが明らかになった。 

 
その成果は「市民的行動力を育成する社会

科 の 学 力 モ デ ル ― Real-World 
Investigations for Social Studies の場合
－」『日本社会科教育学会 全国大会発表論
文集 第３号』２００７年１０月，２１０頁
～２１１頁にまとめることができた。 

 
（３）さらに教材分析としてアメリカで発

刊された博士論文の記述内容とそ
こに表れている授業案の再現・分析
を行った。 

 
その成果は，「Authentic  Assessment の授

業構成原理―学びの文脈に着目して―」全国
社会科教育学会 第５５回全国研究大会 
自由研究発表 福井大学 ２００６年１０
月２９日にまとめることができた。 

 

（４）社会科のスキル育成を目標とする社

会科プロジェクトの再現・分析を通

して，教授・学習過程をモデル化し

，構成主義社会科の教科論的本質を

明らかにしている。 

 

その成果は，藤本将人・福田正弘「知識構

成型社会科授業モデル－ポートフォリオに

よる知識構成過程のメタ認知－」『教育実践

総合センター紀要』（長崎大学教育学部）第

５号，査読なし，２００６年３月１１７頁～

１２７頁にまとめることができた。 
 
本研究で積み残した課題としては，以下の

点を挙げることができる。 
 

（１） 教育現場で使用可能な評価ツールの
開発 
教育実践の事実の確定と分析に研究
時間の大半が費やされたため，当初
予定した評価ツールの開発までには
至らなかった。 
 

（２）評価テンプレートの作成 
   現場教師の目標準拠評価の授業づく

りに資するため，オーセンティック・
アセスメントにおける主要な評価用
具である「評価テンプレート」を Web
上に作成する予定であった。しかし，
評価テンプレートの収集数が少なく，
更なる現地での資料研究が必要であ
るという認識に至った。 

 

（３）現場教師によって行われた授業の収集 
   研究代表者の目指す研究の到達点は，

小学校，中学校，高等学校，大学を一
貫するオーセンティック・アセスメン
トの授業，評価の在り方を明確化する
ことであった。本来ならば，全ての学
校種の授業を手に入れたいと考えて
いたが，本科研では，小学校の事例し
か収集することができなかった。さら
なる事例収集が必要であるという認
識に至った。 

 
（４）（１）～（３）の視点を踏まえて，教

科教育学の手法による具体的授業の
再現・分析，それを根拠とした評価原
理の考察を行うことが課題であると
いう認識に至った。 

 
５．主な発表論文等 
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